
………平成 2２年 7月上旬又は中旬より   福岡空港発 5 週間滞在予定 

………平成 2２年 7月下旬より         福岡空港発 2～4 週間滞在予定 

  2009～2010年度    YCE派遣ユース応募要綱 

                           ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会  337-D 地区 
地区 ガ バ ナ ー   宮   貞 夫 

            地区 ＹＣＥ 委員長   本 田  文 男 

 

 

来年、夏（平成 22年 7月）に派遣する 337‐D 地区のYCE計画は下記の通りですので、よくご覧の上ご応

募願います。特に派遣ユース選出にあたっては、できるだけ皆様の地域社会を代表し得る将来性のある優

秀な青少年（ノン・ライオンの子弟）の発掘にご尽力下さいますようお願い申し上げます。 

 

記 

1. 派 遣 期 間 

アメリカ・カナダ………平成 2２年 7月上旬又は中旬より   福岡空港発 6 週間滞在予定 

オーストラリア 
ニュージーランド 

欧       州………平成 2２年 7月上旬より         福岡空港発 4～5 週間滞在予定 

シンガポール 
台湾･マレーシア 

２．資     格 

① 出発時現在満 16～21 歳。（ヨーロッパ１７歳～２１歳） 

② 健康で外国旅行に耐え得る体力を有していること。 

③ 訪問国における日常生活に困らない上、意思の疎通ができる程度に外国語（英語）の会話ができること。 

④ 引受相手国の立場を考慮し、年齢相当の良識とマナーを持っていること。 

常識を逸脱した者や特に奇抜な容姿の者を除く。 

⑤ スポンサークラブを代表した親善大使であるから、その使命を果たすに相応しい明朗な外交性に富んだ

堅実な性格であること。 

３．選 考 方 法（原則として各県毎に行う） 

① 各クラブの三役及びクラブ YCＥ委員会にて面接及び予備選考。 

② 各県（リジョン）及び地区ＹCＥ委員会において、書類審査をする。(英会話力も含む) 

４．申込要領及び願書提出期限 

 YCE 派遣希望ユース予備選考を、スポンサークラブ会長､幹事、YCE 委員長が行い適格者をクラブ理事会

の承認を経て10月 10日迄に所定の参加申込書にて、写しをクラブ控えとし、1部を担当YCE副委員長へ提

出する。 

 又、後日送付される所定のスポンサークラブ記入用紙(ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌｫｰﾑ:英文 4 部)及び賠償免責承諾書、

本人顔写真カラー７枚（ニュージーランドのみ11枚）(5×5㎝)、家族写真カラー4枚（サービスサイズ）を 12月

上旬迄に提出する。 

夏期 

］ 

］ 



 

５．所要経費概算 

① 旅 費   往復約 20 万円～40万円程度（派遣国により差あり） 

② 派遣協賛金   5.5 万円（前納・・スポンサークラブ又は本人負担） 

③ そ の 他   3 万円程度（旅券手続・保険・手数料ほか）及び小遣い、土産品（ホスト家庭への）代等 

3 万円程。 

 

６．選考結果の通知 

地区ＹCＥ委員会選考後、スポンサークラブ会長宛に通知し、派遣候補ユースとする。 

 

７．派遣ユースの決定 

① 派遣候補ユースは地区 YCE 委員会の行うオリエンテーション（ 3 月､ 4 月､ 5 月､ 6 月開催予定。こ

の内の１回は父兄又は保護者の参加が義務づけられる）に必ず出席する。 

② 選考時に資格不十分と思われる者に再度テストを行う。 

③ 地区 YCE 委員会の最終審査により、適格と認められた者に地区ガバナーが認証をし、派遣ユースとし

て合格決定する。 

 

８．義     務 

① 地区YCE委員会の行う派遣候補ユースオリエンテーションに必ず出席すること。もし健康上又は学校等

の理由にて欠席の場合は医師の診断書、又は学校長（又は学部長）の証明を添付して担当 YCE 副委

員長経由にて地区 YCE 委員長に前もって届出のこと。 

② 選考時の英語テストの成績が不充分な者は英語教育機関にて必ず勉強をし、二次テストに合格すること。 

③ 派遣ユースは帰国後 YCE · OB 会員となり､地区 YCE 活動並びに後輩の指導に協力すること。 

 

９．次の場合派遣取消しになる事もある。 

① 派遣の為の調書、設問等に対し、虚偽の申告をした場合。 

② オリエンテーションに正当な理由なく欠席し、真面目に勉強する姿勢が欠ける者。 
③ 地区が最終的に定めた派遣先、出発方法・日時、帰国方法・日時に従わない者。 

④ ＹＣＥ派遣のルールを誠実に理解しようとしない者。又、出発前にクラブがスポンサーするにふさわしくな

い行動をとる者。 

⑤ 外国語の理解力、会話力が著しく劣る者。 

⑥ 派遣先ホスト家庭が決定しない場合。天災、人災による緊急事態が発生した場合。 

 

10．その他の条件 

同じ時期に来日する交換生をスポンサークラブの責任において、ホストしていただくことを条件とする。 

 

※ 不明な点、又はより詳細な内容については地区委員長並びに担当 YCE 副委員長におたずね下さい。 

地区ＹＣＥ委員長    〒895-0012  鹿児島県薩摩川内市平佐町３５１７－１ 

（ Ｌ．本 田 文 男 ）             ＴＥＬ （０９９６）２２－０６１１   ＦＡＸ（０９９６）２２－０６１１           

地区ＹＣＥ副委員長  〒891-0175   鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘５－３３－４ 

（ Ｌ．山 本 順 孝 ）             ＴＥＬ （０９９）２６４－４３８５   ＦＡＸ（０９９）２６４－４６２２ 

地区ＹＣＥ副委員長  〒901-0152   沖縄県那覇市小禄１８３１－１ 沖縄産業支援センター６０５（那覇南ＬＣ気付）  

（ Ｌ．名 幸 諄 子 ）             ＴＥＬ （０９８）８５９－６１６８   ＦＡＸ（０９８）８５９－６１６７ 


